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お問い合わせ　健康福祉部　福祉支援局（山東庁舎） 1５５－８１１０　5５５－８１３０

お問い合わせ　　健康福祉部　健康づくり課（山東庁舎） 1５５－８１０５　5５５－２４０６

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

タ
バ
コ
が
健
康
に
害
を
与
え
る
こ

と
は
、
多
く
の
人
が
ご
存
じ
の
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
タ
バ
コ
は
、
吸
っ

て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
囲

の
人
の
健
康
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

（
受
動
喫
煙
）、
さ
ら
に
は
、
子
ど
も

の
成
長
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

家
で
タ
バ
コ
を
吸
う
と
き
は
空
気

清
浄
機
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
厚
生
労

働
省
の
公
表
で
は
「
空
気
清
浄
機
は

発
が
ん
性
物
質
な
ど
を
か
え
っ
て
周

囲
に
ま
き
散
ら
す
」（
厚
生
労
働
省
分

煙
効
果
判
定
基
準
策
定
検
討
会
報
告

書
・
２
０
０
２
年
）
と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
受
動
喫
煙
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
は
、
建
物
内
を
禁
煙
に
す
る

以
外
に
方
法
が
無
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
、
禁
煙
の
施
設
が
増
え
て

い
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
タ
バ
コ

を
吸
わ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
、
今
後

ま
す
ま
す
喫
煙
場
所
が
減
っ
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

禁
煙
に
挑
戦
さ
れ
て
も
、
多
く
の

喫
煙
者
の
方
は
、「
身
体
的
依
存
（
ニ

コ
チ
ン
依
存
）」
と
「
心
理
的
依
存

（
習
慣
）」
の
た
め
に
、
な
か
な
か
禁

煙
が
成
功
で
き
ず
、
挫
折
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

最
近
で
は
、「
禁
煙
外
来
」
を
持
つ

医
療
機
関
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
で
喫
煙
は
「
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
」
と
い
う
病
気
と
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
喫
煙
を
「
喫
煙
（
依

存
症
／
喫
煙
関
連
）
と
い
う
全
身
疾

患
」、
そ
し
て
喫
煙
者
を
「
積
極
的
禁

煙
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
」
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分

で
な
か
な
か
禁
煙
で
き
な
い
と
あ
き

ら
め
て
い
た
方
は
、
ぜ
ひ
、
医
療
機

関
に
ご
相
談
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

健
康
づ
く
り
課
で
も
禁
煙
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
か
な
…
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
受
診
を

認
知
症
は
、
年
齢
と
と
も
に
発
病
率
が

高
く
な
り
ま
す
。
80
歳
〜
85
歳
で
約
７
人

に
１
人
、
85
歳
以
上
で
は
約
３
〜
４
人
に

１
人
が
認
知
症
を
発
病
す
る
と
い
う
統
計

結
果
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
は
脳
の
病
気

で
、
高
齢
に
な
れ
ば
、
誰
も
が
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

年
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
避

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
早
期
発

見
し
て
治
療
す
る
こ
と
や
、
食
事
や
運

動
な
ど
の
基
本
的
生
活
習
慣
の
改
善
、

本
人
の
意
識
や
周
り
の
支
え
で
、
認
知

症
を
発
症
す
る
危
険
性
を
下
げ
る
こ
と

は
十
分
可
能
で
す
。

治
療
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
年
ぶ
り
に

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
治
療
薬
の
３

種
類
が
新
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
、
現
在
４

種
類
の
治
療
薬
が
使
用
で
き
ま
す
。
い
ず

れ
の
治
療
薬
も
認
知
症
が
完
治
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
い
時
期
か
ら
治

療
を
開
始
す
る
こ
と
で
そ
の
進
行
を
約
３

年
〜
５
年
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、

実
は
違
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
慢
性
硬
膜

下
血
腫
、
正
常
圧
水
頭
症
な
ど
治
療
に
よ

っ
て
治
る
も
の
や
、
う
つ
病
に
よ
る
意
欲

低
下
な
ど
認
知
症
と
よ
く
似
た
疾
病
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
疾
病
な
の
か
見
極

め
る
上
で
も
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
は
と

て
も
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、
主
治
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

福

祉
支
援
局)

ま
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

受診の前にはあらかじめ
紙に書いて整理しましょう。

①まずは「おかしい」と思った変
化　特に物忘れがいつからなの
か、具体的にどんなことがあっ
たのか、症状は進行しているか
どうか

②日々の生活に支障がでている場
合は、具体的な失敗、問題にな
っている行動、周囲が困ってい
る内容

③今までにどんな病気をしたのか
（病歴）

④治療中の病気、服用している薬
（あれば「お薬手帳」）

⑤歩行障害や麻痺、ろれつが回ら
ないなどの症状がないか

⑥頭を打ったことがないか

スタッフ紹介

福祉支援局
澤村です
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① 鍋でベーコンとバターを炒め、たまねぎ、にんじ
ん、じゃがいもを加え、さらによく炒める。

②水を加え、柔らかくなるまで煮る。
③ アスパラガス、キャベツを加え、火が通ったらA
で味を調える。

④牛乳で米粉をとき、③に加えてとろみをつける。

作り方

給食では旬の野菜を使った献立を多く取り入れ
ています。春野菜の米粉シチューには春が旬のキ
ャベツ・アスパラガスを使用しました。アスパラ
ガスには、名前の由来となったアスパラギン酸が
多く含まれ、疲れをとって体を元気にしてくれま
す。キャベツは、この時期「春キャベツ」と呼ば
れ、葉がやわらかくて甘味のあるキャベツです。
野菜がたくさん入って栄養満点のシチューをぜひ
お試しください。

材料（４人分）

4月16日（月）の給食

海外旅行に出かけたとき、みなさんは言葉が通
じず不安になったことはありませんか。私たちと
同じまちでくらしている外国籍のみなさんの中に
は、日本語の会話や読み書きなどで日常生活に不
便を感じている人が少なくありません。
誰にとっても住みやすいまちになるよう、多文

化共生協会では、日本語教室の開設に向けて動き
出しました。3月24日に土井

ど い

佳彦
よ し ひ こ

さん（ＮＰＯ法
人多文化共生リソースセンター代表理事）を講師
に招き学習会を開催。協会の会員など18人が参加
し、日本語教室のあり方などについてグループに
分かれて話し合いました。

「勉強したいと思う人たちの声をしっ
かり聞いて、一人ひとりの目的を理解
することが大切」と説明する土井佳彦
さん。

「まずは準備委員会を立ち上げるなど、
長期的な視点に立って進めていきたいで
すね」と語る協会長の福

ふく

井
い

節
せ つ

男
お

さん。

これからも開設に向けて取り組んでいきますので、
関心のあるかたは、ぜひお手伝いをお願いします。

日本語教室の
開設に向けて始動！

お問い合わせ
米原市多文化共生協会事務局
（米原庁舎 人権政策課内）

1５２－６６２９　5５２－４５３９

A

ベーコン 35g
アスパラガス 20g
キャベツ 80g
じゃがいも 120g
たまねぎ 120g
にんじん 60g
バター 10g

水 240ml
塩 小さじ1/2
こしょう 少々
コンソメ 小さじ1
白ワイン 大さじ1/2
牛乳 160ml
米粉 20g

学習会場の雰囲気。みなさんで議論を重ねています。

お互いに認め合いながら 
　　　　　暮らせる地域づくり 
お互いに認め合いながら 
　　　　　暮らせる地域づくり 


